
監督の少年時代の体験を基に映画化
フランスの里親制度から"家族のかたち”を描く感動作
長編デビュー作『ディアーヌならできる｣(17)で第9回マイ･フレンチ･フィルム･フェスティバル映画監督審査員賞を受賞したファビアン・

ゴルジュアール監督｡2作目となる本作は､監督が子どもの頃､両親が里子を迎え､4年半一緒に暮らした体験を基に生まれた｡人生を

変えたこの経験をずっと映画にしたいと思い続け､念願の企画が実現｡深い愛と絆を描く新たな珠玉作が誕生した。

6歳の少年シモンには､本作が演技初挑戦となるガブリエル･パヴィが抜擢｡愛情豊かな里親家庭と実父の間で揺れる姿を繊細に演じ

きった｡里親のアンナにはセザール賞受賞女優のメラニー･ティエリー､夫役には｢キャメラを

1/29 (B)～1/31 (火）『アプローズ、アプローズ1囚人たちの大舞台』と2本立て1
併映作品あらすじ：エチエンヌは刑務所で演劇ワークショツプの講師になる。彼は曲者揃いの受刑者と傑作戯曲

『ゴドーを待ちながら』を通じて心を通わせていく。そしてついに、大劇場から上演依頼が舞い込んで…真実の物語。
目黒シネマ 03-3491-2557
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